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グローバル人材の定義



本プログラムの目的

香港日本人学校と戸田市教育委員会の目指す児童像を実現するために、派遣者
（香港日本人学校）と戸田市教委（美女木小）が連携したモデルを構築する。



具体的な取組案 （戸田市教育委員会案より）



2018年度の取組

 １０月 香港プロジェクト スタート

文部科学省初等中等教育局国際教育課海外子女教育専門官

戸田市教育委員会教育長

戸田市教育委員会事務局教育政策室主幹兼指導主事 香港校訪問

 １１月 美女木小・香港小 両校顔合わせ

接続実験、接続上の課題の洗い出し、修正、改善案等

 １２月 プレゼンテーション授業公開（香港小）

 １月 プレゼンテーション発表（美女木小）

 ２月 道徳授業・音楽授業公開（美女木小）

学習発表会の公開（美女木小）

 ３月 会議・次年度に向けて



2018年度 成果と課題

 成果

教員対教員、児童対教員の交流実現

接続上必要な機器の確認（高性能マイク、スピーカー、カメラ）

WebEXでできることとできないこと（複数隊複数）の把握

 課題

授業形式での児童対児童の交流 未実施

時数の確保

児童の英語力の差

ネットワークの不安定さ

遠隔交流のための
環境整備



2019年度の取組

 ４月 スタートアップミーティング

 ６月 児童対児童の交流

英語で自己紹介、クラス紹介クイズ クラス対グループ×３

英語で両国の祝日紹介、日本語で意見交換

 ７月 児童対児童の交流（文科省視察）

英語で将来の夢について交流

 10月 美女木小学校研究発表会 児童対児童の交流

英語で2020東京オリンピックについて交流

 12月 グローバルクラスのプロジェクト協力

香港校児童から美女木小児童へのインタビューの実施

 ２月 児童対児童の交流（実施予定）

グローバルクラスの児童発表プロジェクト



2019年度 成果と課題

 成果

児童対児童交流の実現 → 児童の活動意欲の向上

英語表現活用の場の設定

プレゼンテーションスキルの向上（相手意識・伝達スキル・反応）

 課題

児童の思いに沿った活動になっていたか（学びは深まったか）

児童の英語力の差

時数の確保

交流プログラムの一貫性 交流プログラムの充実



2020年度の方針について

 交流プログラムの目標の問い直し

①英語コミュニケーション能力強化のため？

②地球規模の視野を広げるため？多様性の受容力を高めるため？

③日本人としてのアイデンティティーを育むため？

①をねらうには、語学力の面、児童数の人数比の面で厳しい。

②、③グローバル人材の育成だけではあいまい過ぎる。明確な目標と評価を。

案１ SDGsに関するプロジェクト型交流

案２ グローバルへの気付きを促すプロジェクト型交流



案１ SDGsに関するプロジェクト型交流

 目標② 地球規模の視野を広げる

 小学校５・６年対象

 教科 総合、社会、理科

 内容 ①地球で何が起きている？SDGsとは？

地球温暖化 or 地球高温化？

Climate change or Climate crisis?

②フードロス？数字で見る食料問題 → 問い

③リサーチ 家庭/学校 でのフードロス

④批評 ⑤発表会

 メリット 教科に関連させたプロジェクトで時間を捻出

 デメリット 教師主導型探究により、参加意識度の懸念



案２ グローバルへの気付きを促す
プロジェクト型交流

 目標②、③ 多様性への受容力向上、日本人としてのアイデンティティー

 小学校６年対象

 教科 社会、総合

 内容 ①一日の生活から見える２つの学校の違い？

当たり前を見つめなおす。なぜ違う？

②他の学校は？インターナショナルスクールにweb訪問

③日本と香港のつながりは？戸田にある香港？リサーチ

④地域のつながり発表会

 メリット 児童の興味・関心が高いお互いの生活について知ることができる。

 デメリット 美女木小学校では学年一斉授業になる場面がある


